
 

 

 

 

 

ようやく春の気配が感じられるようになってきました。これまで寒さの中で

“その時”を待っていた花も、もう間もなく咲き始めることでしょう。卒業生

のみなさんも、これまで蓄えてきた力を信じ、新しい生活の中で大きな花を開

かせてください。 

１年間、教育・研究活動へのご理解とご協力、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

筑波大学附属 

桐が丘特別支援学校 

小学部通信第 13号 

2018. 3. 23. 発行 

 2 月 27 日(火)、小 6 社会科の授業に財務省関東財務局の方がお見えになり、財政教育プログラム特別

授業が行われました。子どもたちは日本がかなり借金をしていることを知り、「消費税を増やそうか」「年

金を減らせばいいかな」「医療は減らせないし…」「子どもが少なくなるからこそ教育にお金をかけた方

がいい」などと話し合い、悩みながら“日本村”の予算を立てました。社会をよりよくするためには、

自分の問題として考えることや公共の意識を持つことが大事です。一歩大人に近づけたでしょうか。 


